
研究科

専攻

姿勢

自他を尊重し、失敗を恐れず挑戦するしなやかな姿勢を身につける意欲を有して
いる。

生活環境に関して、文化的，社会的，科学的，工学的，造形的な観点からの高度
な専門的知識を習得しようとする姿勢を有している。

行動

自ら考えて表現すること、新たな価値を創造し、多様な人々と協働することへの
意欲を有している。

生活環境を構成する事象に対し、定量的，論理的，創造的なアプローチから学ぼ
うとしている。

生涯にわたり、自立して学び続ける意欲と向上心を有している。

知識

社会を理解し、生活環境学に関する高度な研究能力を身につけるために必要な基
礎学力を有している。

「生活文化情報学領域」を専攻しようとする者は、生活文化学，生活行動学，生
活情報学の内容の専門知識を備えている。「生活環境学領域」を専攻しようとす
る者は、生活材料学，住居学，建築設計学などの内容の専門知識を備えている。

2026年公表　各専攻アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
（2027年4月入学者向け）

生活環境学研究科

生活環境学専攻 修士課程

　武庫川大学大学院生活環境学研究科生活環境学専攻修士課程では、「MUKOGAWA
COMPASS 」に基づいた、本専攻のディプロマ・ポリシーを理解したうえで、本専攻のカ
リキュラム・ポリシーに則した教育課程を学ぶために必要な、以下に掲げる学力と意欲を
有し、研究者として自立して研究活動を行う意向を持つ人の入学を受入れます。
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